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はじめに 

磁気光学効果を用いて磁場分布を可視化する磁気光学(MO)イメージング技術では、磁気転写部の

材料として、可視域で透明かつ大きな磁気光学効果を必要とする。我々の研究室で開発した Bi置

換ネオジム鉄ガーネットでは、磁気光学カー回転角 𝜃Kと透過率 𝑇で表される磁気光学性能指数

 |𝜃K|/ln (1 𝑇⁄ ) が最大で約 12 degreeと高い値が得られている 1)。しかし、更なる高性能化が求め

られている。そこで、我々は Nd2BiFe5O12(NIG)上にキャップ層を堆積させ、膜内での光学干渉によ

る 𝜃K および性能指数の向上を検討した。今回は、性能指数を反射率 𝑅 から表される式 |𝜃K|𝑅1 2⁄  

として定義し 2)、キャップ層に透明材料である In-Zn-O(IZO)を用いたモデルのシミュレーション

結果を報告する。 

実験方法 

COMSOL Multiphysics 5.2を用いた有限要素法により、光学シミュレーションを行った。モデル

の構成は、[IZO(100～350 nm)/NIG(200 nm)/GGG（111）基板(5 m)]とした。膜面に対して、Gaussian 

beam を入射角 30 degree で入射し、波長 400～600 nm について反射光のx, y, z方向の電場強度

(𝐸𝑥, 𝐸𝑦 , 𝐸𝑧)を計算により求めた。得られた計算結果から、IZO膜厚に対するカー回転角と性能指数

を算出した。 

結果 

Fig.1 は、波長 560 nm における IZO 膜厚に対

するカー回転角および NIG 膜の電場強度であ

る。この結果より、電場強度の極値においてカ

ー回転角が増大していることが分かる。また、

カー回転角は IZO 膜が 179 nm のとき最大値-

9.32 degreeとなり、IZO 膜を堆積していない

膜に比べて 9.6倍回転角が増大し、性能指数も

約 5.8倍に向上した。 
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Fig.1 Kerr rotation and electric field intensity for 

IZO/Nd2BiFe5O12/GGG versus IZO film thickness 

for a wavelength of 560 nm. 
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